
市川市子ども・子育て支援事業計画の 

アウトカム指標による評価について（報告） 

 

１．e-モニターアンケートの実施について 

（１）実施期間 

   平成 27 年 9 月 16 日（水）～9 月 24 日（木） 

（２）回答者数 

   1,335 名 

うち、18 歳未満のお子さん（妊娠中を含む）のいらっしゃる方 619 名 

※属性等の詳細は 22 ページをご覧ください 

（３）質問票について 

    前回会議意見、及び、ｅ-モニターアンケート所管課との調整をふまえ、前回会

議提示案から主に下記のとおり修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．e‐モニターアンケートの結果の集計について 

【今回のアンケート実施の趣旨】 

 ＝計画に基づく取り組みを実施することにより、市民評価がどのように変化するのか

を把握する。（平成 27 年度、29 年度、31 年度に同一の質問票で実施） 

 ⇒変化を把握しやすいよう、施策の方向ごとに市民評価結果を点数化する 

【点数化の方法】 

 ①お子さんのいらっしゃる方の回答を抽出する 

 ②各回答を下表のとおり点数化 

（施策の方向４「認定こども園の普及促進」についてはカッコ内） 

とても充実している（とても進んでいる） ４点 

充実している（進んでいる） ３点 

あまり充実していない（あまり進んでいない） ２点 

充実していない（進んでいない） １点 

 ③平均点数を集計する。（「わからない」の回答・無回答は母数に含めない） 

 

 
経年変化で平均点数が上昇 ＝ 市民評価の向上の判定 

資料２ 

○お子さんのいらっしゃらない方も回答できるよう、満足度ではなく、原則として、

充実度を回答するものとした。 

○事業名を用いず、事業を知らない人でもイメージしやすいような質問文とした。

○事業の周知効果も図るため、事業概要一覧から個別事業のホームページへのリン

クを貼り、回答者の興味に応じて具体的な取り組み内容も知れるようにした。 

※e-モニターアンケートについては、10 問程度が標準であり、システム上上限があ

ることから、質問数の増加につながるご意見については反映させることができま

せんでした。 
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【平成 27 年度集計結果】 

施策の方向 平均点数 

①子どもの権利保障のための取り組みの充実 2.37 

②子どもの居場所の充実 2.11 

③特定教育・保育施設、特定地域型保育事業の計画的整備 2.06 

④乳幼児期の教育・保育の一体的提供・推進 1.96 

⑤多様なニーズに応じた保育・子育て支援サービスの充実 2.13 

⑥地域の子育て力向上のための支援の充実 2.35 

⑦子育て相談・情報提供の充実 2.38 

⑧経済支援の充実 2.13 

⑨母子保健の充実 2.84 

⑩小児救急医療の充実 2.65 

⑪虐待防止・対応のための取り組みの充実 2.33 

⑫ひとり親家庭等の自立のための支援の充実 2.41 

⑬発達の支援が必要な子ども・子育て家庭への支援の充実 2.32 

⑭仕事と子育ての両立支援 1.90 

全体的に見た市川市の子ども・子育て支援施策 2.18 
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３．自由記述回答（要点のみ記載） 

【情報発信・相談窓口】 

○各取り組みの周知・情報発信の工夫をすべきである。（他類似意見 13 件） 

○行政は受け身で申込みを待つのではなく、積極的に働きかけてほしい。 

 （他類似意見 1 件） 

○子育てに関する情報が集約されていない。わかりやすく示す工夫が必要。 

（他類似意見 1 件） 

○支援が必要になった時になんでも相談にのってくれる窓口があればよい。 

○小学校就学前については相談窓口が多く心強いが、小中学生・高校生になった時の相

談窓口が見つからない。わかりやすく案内してほしい。 

○子育て中の保護者が、直接相対して相談を受けられる機会を持ってほしい。 

○子育て関係の申請窓口は一本化してほしい。 

○子育て関係の申請を全てＷＥＢでできるようにしてほしい。 

 

【遊び場・居場所】 

○子どもの遊び場・居場所を充実させてほしい（他類似意見 23 件） 

○自転車の練習ができる交通公園のような場所がほしい。 

○ビーイング事業を全ての小学校に適用してほしい。 

○夏休みに子どもが立ち寄れる場所を作ってほしい。 

○こども館の休館日を分散してほしい。 

○月曜日は学校の代休が多いため、こども館の月曜日休館をやめてほしい。 

○こども館について、年齢の離れた兄弟でも一緒のスペースで遊べるようにしてほしい。 

○高校生が自習できる施設がほしい。 

 

【経済的支援】 

○経済的支援をもっと充実させてほしい。（他類似意見 1 件） 

○子どもに対する手当の支給は現物で実施すべきある。 

○児童手当の所得制限は撤廃すべきである。（他類似意見 1 件） 

○子ども医療費助成は助かる。（他類似意見 1 件） 

○子ども医療費を無料にしてほしい。（他類似意見 11 件） 

○子ども医療費助成について、1・2 回目までは有料でもそれ以降は無料としてほしい。 

○子ども医療費助成の対象を高校生まで拡大してほしい。（他類似意見 2 件） 

○子ども医療費助成の所得制限を緩和（撤廃）してほしい。（他類似意見 6 件） 

○子ども医療費助成について、健常な子どものちょっとした風邪で何度も利用されてい

るのはいかがなものか。 

○子ども医療費助成について、全国平均のレベルまで引き上げてほしい。 
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【認定こども園・幼稚園・保育園】 

○待機児童の解消に力を入れてほしい（保育園を増やしてほしい）。（他類似意見 14 件） 

○保育園・認定こども園の整備は必要だが、質を考慮して慎重に進めてほしい。 

○保育園で、保護者の仕事が休みの際に、子どもを早く迎えにくることや休ませること

を求められるのはおかしい。 

○保育園の保育料が高い。（他類似意見 1 件） 

○保護者が本当に保育を必要としているかの選定が甘い。 

○待機児童が多い中、育休中の保護者が長時間保育園を利用できるのはおかしい。 

○保育園入園について、兄弟が同じ園に通えるように、より考慮してほしい。 

○待機児童を減らすだけでなく、幼児教育の一環として 3～5 歳の環境を考えるべき。 

○保育園の預かり時間を延長してほしい。（他類似意見 2 件） 

○保育について、保護者の多様な就労形態に対応していない。 

○幼稚園と保育園を分ける必要があるのか。 

○市立幼稚園の保育料の値上げはすべきでない。（他類似意見 1 件） 

○認定こども園を利用してみたい。 

 

【小学校・教育】 

○子どもに対する学力向上対策をしてほしい。 

○義務教育のクラス人数を減らすなど教育に対してもっと考えるべき。 

○私立と比べて公立小学校の質が低い。 

○スクールソーシャルワーカーなどの設置が必要。 

○義務教育段階から私立の学校へ通っている子ども達も多いが、そこへの情報提供や支

援が弱い。 

 

【放課後保育クラブ】 

○放課後保育クラブに感謝している。 

○定員を増やしてほしい。（他類似意見 3 件） 

○預かり時間を延長してほしい。（他類似意見 2 件） 

○母親の勤務日数が少なく対象とならない場合であっても、勤務の日だけ保育をお願い

できるようにしてほしい。 

○小学校外に放課後保育クラブを作るのは、交通安全上危険。 

 

【多様なニーズに応じた保育・子育て支援】 

○病後児保育を充実させてほしい。（他類似意見 2 件） 

○一時預かり実施園であっても、利用しづらい園が多い。（他類似意見 2 件） 

○土日に一時預かりを実施する園を情報提供してほしい。 

○一時預かりや育児相談は充実している。 

○子どもを預ける取り組みは足りない。（他類似意見 1 件） 
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○子どもの長期休暇に対応した支援が必要。（他類似意見 3 件） 

○親子が一緒に参加する取り組みは充実している。 

○近くに親族はおらず、ファミリー・サポート・センターはありがたい。地域とのつな

がりができることで孤独感が緩和される。 

○月曜日に利用できない施設が多すぎる。 

 

【母子保健・小児救急医療】 

○赤ちゃん訪問や４ヶ月赤ちゃん講座などはありがたい。 

○乳幼児健康診査について、医療機関任せではなく、市が主体となり土日も受診可能と

すべき。 

○小児救急医療について、直接医師と相談することができないことがあった。 

○小児救急医療について、機械的にではなく心をもって治療にあたってほしい。 

○小児救急医療について、市立病院を設置してほしい。 

○急病診療所を増やしてほしい。（他類似意見 1 件） 

 

【ひとり親施策】 

○ひとり親家庭（＋貧困家庭）への支援を充実させてほしい。（他類似意見 4 件） 

○ひとり親家庭に対する支援制度を悪用している例が見られる。調査を強化すべき。 

○ひとり親家庭に対する支援のために働かない親もいて不公平である。（他類似意見 1 件） 

○ひとり親家庭に対する支援については所得制限を設けるべきでない。 

○父親がなんらかの事情で働けない場合と比べると、母子家庭への支援は充実している。 

 

【発達支援】 

○発達障害児に関する施策については、この数年でかなり充実してきている。 

○発達障害児の理解について、母子保健を行っている保健師にもっと理解促進を促すべ

き。 

○発達障害児の親のためのペアレントトレーニングを開催してほしい。 

○発達障害の診断をするところがない。 

○小学生高学年くらいの児童に「障害のある生徒・児童」に対する教育・指導を行って

ほしい。 

○近隣に特別支援学級がない。等しく支援を受けられるようにしてほしい。 

（他類似意見 1 件） 

 

【地域・民間企業】 

○大人たちの態度が冷たく、子ども・子育て家庭が生きづらい。 

○大人たちが子どもに寛容であってほしい。（他類似意見 1 件） 

○子ども・子育て世帯と、地域住民とのつながり・交流を深めていくべき。 

（他類似意見 1 件） 
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○地域社会が子どもを育てる視点が重要だが、不審者もいるので難しい。 

○子育て環境の充実は地域との関係を薄くする側面もある。 

○定年後時間のある高齢者を活用できないか検討してほしい。 

○地域ケアなどを利用して高齢者と子どもが交流できたらいい。 

○企業側の子育てに対する意識が足りないように思う。 

○企業への働きかけについては、市内企業だけでなく都内企業に対しても必要。 

○仕事と育児両立支援、男性の子育て参加の推進を進めて欲しい。 

○子どもや子育て家庭にやさしい企業を認定するだけでなく、税制優遇なども含めて推

進することが必要。 

○企業内託児所を増やす取り組みに力をいれてほしい。 

○以前コルトンプラザにあったような気軽に子どもを預かってもらえる民間の施設の普

及を求めたい。 

○民間と協力した横割り行政を進めて若者が魅力を感じる市にしてほしい。 

 

【過去や他自治体との比較】 

○昔よりも支援が充実している。（他類似意見 8 件） 

○昔よりも支援が充実しているのに、子育てが困難と言われるのは、求める水準が高く

なっていること、小家族・核家族化、地域共同社会の崩壊等が重なっていることが大

きな原因だと思う。 

○他自治体と比べて努力している。（他類似意見 2 件） 

○他自治体（江戸川区など）と比べて劣っている。（他類似意見 15 件） 

○市川市は子育て支援の充実度の高い自治体と意見交換会を行った方がいい。 

 

【全体的な施策関係】 

○他分野よりも子どもに税金をふりむけるべき。（他類似意見 1 件） 

○子ども関連ばかり優遇しないでほしい。 

○少子化を止めるには、子育て支援よりも雇用問題をはじめとした若者対策をすべき。 

 （他類似意見 1 件） 

○子どもを増やす（妊娠する）機会が増える取り組みにも力を入れてほしい。 

○各取り組みは担当者の自己満足と限られた市民へのアピールになっている。職員を減

らし税金を安くしてほしい。 

○高収入共働き世帯を呼び込むという視点で子育て施策を検討すべき。 

○市川市ならではの独自の取り組みをしてほしい。（他類似意見 1 件） 

○子ども目線での施策が大事である。（他類似意見 2 件） 

○市民・家族が増える施策が必要。 

○親が就労しやすい環境づくりを強化してほしい。 
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【交通関係】 

○ベビーカーで歩きづらい歩道がある。（他類似意見 1 件） 

○通学路の安全面を考慮した学区の見直しが進まないのが残念。 

○公共駐輪場は 3 人乗り自転車に対してスペースが狭い。 

 

【その他】 

○地域の声を聞く場があればよい。 

○もっと頻繁に市民へのアンケートやヒアリングを行ってほしい。 

○アンケートは学校を通じてのほうがより有効である。 

○子どもの支援、子育て世帯の支援をまとめて「子育て支援」という切り口にするのは

良くない。 

○色々と施策はあるが、実際には利用できない・要望と合っていない。（他類似意見 3 件） 

○各支援について、場所の利便性が不可欠。 

○市内でも支援の充実度に地域差がある。（他類似意見 5 件） 

○支援が手厚すぎ、過保護である。（他類似意見 3 件） 

○子どもは親が育てるべきであり、行政は最低限の支援にとどめるべきである。 

（他類似意見 1 件） 

○支援が親の子育ての放棄につながっている面もあるのではないか。 

○公的支援には限界がある。自助努力を助ける共助の仕組みづくりが必要。 

○権利意識ばかりで努力しない親もいる。（他類似意見 1 件） 

○女性の社会進出は大事だが、家庭での育児も大事。 

○3 歳までは母親と一緒にいられる社会が基本的にはいい社会だと思う。 

○子どもの頃から、暖かい家族とは何か・社会人の一員としての義務などを学んだ上で、

結婚・子育てをしてほしい。 

○実家が地方で近くに頼れる人が誰もいない母親が思っていたより多い。なかなか一歩

を踏み出せない人もたくさんいることをふまえた支援をしてほしい。 

○働く母親が、仕事を理由に PTA や自治会活動などを拒否していることに不満を感じる。 

○共働きの家庭が、子どもの保育を専業主婦の家庭に押し付けることのないようにして

ほしい。 

○両親揃っていて母親が専業主婦の家庭への支援が少なく不公平。 

○平日のイベントが多く、働く母親は利用しづらい。（他類似意見 1 件） 

○多子世帯への支援を充実させてほしい。（他類似意見 1 件） 

○多子世帯の負担軽減について年齢の離れた兄弟の場合に対象とならないのが不公平。 

 （他類似意見 1 件） 

○第 3 子から手当拡充が多いが、第２子からにしてほしい。 

○子どもが中学生以降になってからの支援が足りない（他類似意見 3 件） 

○持病を持つ子育て世帯に対する支援が足りない。 

○日本語の不自由な子ども・不登校の子どもなどへの支援が足りない。 
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○児童虐待をする保護者は講座を聞きにこない。 

○各施策の担当職員の制度・政策運用姿勢の一層の工夫が必要。 

○サービス等を提供する側の態度が悪い。 

○駅周辺におむつ替えができる場所が少なすぎる。 

○外国人の保護者のために、子育て情報の多言語化・やさしい日本語化が必要。 

○ローズ商品券の販売方法が子育て世帯に優しくなかった。 

○マザーズハローワークでは子育て世帯に配慮した求人を紹介してほしい。 

○子どもが犯罪に走ることを未然に防ぐ対策をとるべきである。 
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４．市民評価以外によるアウトカム指標について 

施策の方向 評価指標 平成 27 年度 

③特定教育・保育施設、特定地域型

保育事業の計画的整備 
待機児童数 373 人

⑫ひとり親家庭等の自立のための支

援の充実 

ひとり親家庭の父又

は母の就労割合 
90.7％

 ※平成 27 年 4 月 1 日時点 

 ※児童扶養手当現況届提出依頼と併せて行ったアンケートの結果。該当質問未回答者

を除く有効回答者全体に対する割合。 

 

５．参考資料 

①e-モニターアンケート質問票：10～12 ページ 

②事業概要一覧（質問票からのリンク有）：13～21 ページ  

③e-モニターアンケート結果速報：22～25 ページ 
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